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東京トラウトカントリー渓流フライ教室

２０１０年２月７日（第３回）分の補足資料
担当：宮崎　俊太

実釣の補足 • 極低水温な状況でドライフライへの反応がほぼありませんでした
が、ドライフライ（ミッジ）で浮いているトラウトを根気よく狙
って釣り上げたNさんがいらっしゃいました。釣り方を見ている
とトラウトのほぼ真上からダウンストリームに、かつフライから
先に流すキャストを繰り返していました。スラックが入ったキャ
スティングも釣果に通じるものと思いました。

• ウエイテッド・ニンフを流れに馴染ませるように沈める時、ライ
ンをメンディングしたりループコントロールしてスラックを作っ
てフライを早く流れに馴染ませる、流れるコースを修正するなど
すると効果的な場合があります。

• ドライフライの釣りもニンフフライの釣りもほんの僅かキャステ
ィングポジションを変えるだけで新たなチャンスが生まれる場合
があります。また、同じポイントでもサイド、アップ、ダウン
etcとポジションを変えフライを変えてみる（＝釣り方を変えて
みる）と新たなマイポイントが見つかると思います。

• シンカーを付けたラインをキャストするコツはフォルスキャスト
をしないで、大きく胸を開くように後方を確認しながらの一回の
バックキャストで振り込むようにポイントへキャストするとライ
ントラブルを防ぐことが出来るでしょう。

第２回の補足も併せてご覧いただきますとより参考になると思います。今回のアフターフォロ
ーは以上です。

T.Miyazaki  “Prime Time” Bamboo Rod
http://www.miyazaki-rod.com/
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